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中
村
三
春
氏
の
講
演
会
「
新
・〈
原
作
〉
の
記
号
学
─
伊
藤

俊
也
監
督
『
風
の
又
三
郎　

ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
』
に
触
れ
て
」

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
三
月
二
一
日
（
土
）
に
武
蔵
野

大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
て
延
期
し
、
同
年
七
月
二
六

日
（
日
）
にZoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
読
む
会
（
以
下
、
勉
強
会
）
は
、
中

村
氏
の
講
演
を
た
だ
聴
い
て
圧
倒
さ
れ
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
事
前
の
勉
強
会
（
傾
向
と
対
策
）

と
し
て
企
画
・
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
（
敬
称
略
）

は
、
土
屋
忍
、
錦
咲
や
か
、
清
水
絢
子
、
小
松
俊
哉
、
松
浦
萌
、

横
山
昇
平
、
三
嶋
純
哉
、
加
地
花
百
、
山
路
の
九
名
で
、
教
員
、

学
部
生
、
卒
業
生
、
学
外
関
係
者
と
多
岐
に
渡
っ
た
。
講
演
会
そ

の
も
の
は
延
期
に
よ
っ
て
形
態
を
変
え
て
の
開
催
と
な
っ
た
の
だ

が
、
こ
の
勉
強
会
は
概
ね
予
定
通
り
に
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
活
動
と
成
果
を
報
告
し
て
お
き
た

い
。

　

ま
ず
、
勉
強
会
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
中
村
三
春
著
『〈
原
作
〉

の
記
号
学
─
日
本
文
芸
の
映
画
的
次
元
』（
二
〇
一
八
年
、
七

月
社
）
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

序
説　

文
芸
の
様
式
と
映
画
の
特
性	

	

	

─
豊
田
四
郎
監
督
『
雪
国
』

中
村
三
春
著
『〈
原
作
〉
の
記
号
学
─
日
本
文
芸
の
映
画
的
次
元
』
の
射
程

─
『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
読
む
会
の
活
動
報
告
を
踏
ま
え
て

山
路　

敦
史
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Ⅰ　
〈
原
作
現
象
〉
の
諸
相

第
一
章　
〈
原
作
〉
の
記
号
学	

	

	

─
『
羅
生
門
』『
浮
雲
』『
夫
婦
善
哉
』
な
ど

第
二
章　
《
複
数
原
作
》
と
《
遡
及
原
作
》	

	

	
─
溝
口
健
二
監
督
『
雨
月
物
語
』

第
三
章　

古
典
の
近
代
化
の
問
題	

	

	

─
溝
口
健
二
監
督
『
近
松
物
語
』

第
四
章　
〈
原
作
〉
に
は
棘
が
あ
る	

	

	

─
木
下
恵
介
監
督
『
楢
山
節
考
』
な
ど

Ⅱ　

展
開
さ
れ
る
〈
原
作
〉

第
五
章　

意
想
外
な
も
の
の
権
利	

	

　

─	

今
井
正
監
督
の
文
芸
映
画
『
山
び
こ
学
校
』
と

『
夜
の
鼓
』

第
六
章　

反
転
す
る
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉	

	

	

─
豊
田
四
郎
監
督
『
或
る
女
』

第
七
章　

擬ア
ル
カ
イ
ス
ム

古
典
化
と
前
衛
性	

	

	

─
篠
田
正
浩
監
督
『
心
中
天
網
島
』

第
八
章　

混
血
す
る
表
象	

	

	

─
ト
ニ
ー
・
オ
ウ
監
督
『
南
京
の
基
督
』

展
望　

第
二
次
テ
ク
ス
ト
理
論
の
国
際
的
射
程	

	

─	

映
画
『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』
と
『
薬

指
の
標
本
』

　

勉
強
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
本
書
を
数
回
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
た
報

告
を
踏
ま
え
て
議
論
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
読
書
会
の
形
式
を

採
用
し
た
。
ま
た
、
当
日
に
議
論
し
た
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
映

画
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
参
加
者
の
関
心
が
集
ま
っ
た
も
の
を
全

員
で
鑑
賞
し
、
議
論
し
た
。
こ
の
読
書
会
と
映
画
鑑
賞
会
の
ハ
イ



ブ
リ
ッ
ド
形
式
は
、
土
屋
氏
が
D
V
D
を
す
べ
て
揃
え
て
く
だ

さ
っ
た
た
め
に
実
現
で
き
た
。
最
後
に
は
、
本
書
を
取
り
上
げ
た

書
評
の
内
容
を
検
証
し
、
本
書
全
体
の
評
価
を
ま
と
め
、『〈
原

作
〉
の
記
号
学
』
を
読
了
し
た
。

　

次
が
、
そ
の
記
録
で
あ
る
。

●
『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
読
む
会

第
一
回　

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
（
日
）
一
三
時
～ 

 

於
・
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
一
三
一
二
教
室

勉
強
会
の
趣
旨
説
明
と
報
告
担
当
者
決
め
な
ど

鑑
賞　

豊
田
四
郎
監
督
『
雪
国
』（
一
九
五
七
年
）

第
二
回　

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
四
日
（
土
）
一
三
時
～ 

 

於
・
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
七
号
館
演
習
室

序
説　
　
　

報
告
者
：
山
路
敦
史

第
一
章　
　

報
告
者
：
小
松
俊
哉

第
二
章　
　

報
告
者
：
松
浦
萌

第
三
章　
　

報
告
者
：
山
路
敦
史

鑑
賞　

黒
澤
明
監
督
『
羅
生
門
』（
一
九
五
〇
年
）

第
三
回　

二
〇
二
〇
年
一
月
一
一
日
（
土
）
一
三
時
～ 

 

於
・
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
七
号
館
演
習
室

第
四
章　
　

報
告
者
：
土
屋
忍

第
五
章　
　

報
告
者
：
土
屋
忍

第
六
章　
　

報
告
者
：
三
嶋
純
哉

第
七
章　
　

報
告
者
：
錦
咲
や
か

鑑
賞　

今
井
正
監
督
『
山
び
こ
学
校
』（
一
九
五
二
年
）

第
四
回　

二
〇
二
〇
年
二
月
九
日
（
土
）
一
三
時
～ 

 

於
・
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
七
号
館
演
習
室

第
八
章　
　

報
告
者
：
加
地
花
百

展
望　
　
　

報
告
者
：
加
地
花
百

書
評　

城
殿
智
行
「
中
村
三
春
著
『〈
原
作
〉
の
記
号
学

　
　
　
　

─	

日
本
文
芸
の
映
画
的
次
元
』」（『
日
本
文
学
』

二
〇
一
八
年
一
二
月
）
報
告
者
：
山
路
敦
史

鑑
賞　

	

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
グ
ヴ
ァ
ル
監
督
『
神
の
子
供
た
ち
は

み
な
踊
る
』（
二
〇
一
〇
年
）
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右
の
通
り
に
行
っ
た
全
四
回
の
勉
強
会
だ
が
、
最
初
に
「
概
ね

予
定
通
り
に
」
と
記
し
た
の
は
、
第
五
回
が
構
想
は
あ
っ
た
も
の

の
実
現
で
き
ず
、
幻
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
村

氏
か
ら
は
前
も
っ
て
、
伊
藤
俊
也
監
督
『
風
の
又
三
郎　

ガ
ラ
ス

の
マ
ン
ト
』（
一
九
八
九
年
）、
島
耕
二
監
督
『
風
の
又
三
郎
』（
一

九
四
〇
年
）、
天
澤
退
二
郎
『
謎
解
き
・
風
の
又
三
郎
』（
一
九
九

一
年
、
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
宮
川
健
郎
『
宮
沢
賢
治
、
め
ま

い
の
練
習
帳
』（
一
九
九
五
年
、
久
山
社
）
な
ど
の
作
品
・
資
料

を
講
演
会
で
取
り
上
げ
る
と
お
聞
き
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
講
演

に
先
ん
じ
て
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
で
こ
れ
ら
を
検
討
・
分
析
し
て

し
ま
い
、『
風
の
又
三
郎	

ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
』
の
解
釈
を
用
意
し

て
中
村
氏
を
迎
え
撃
と
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
い
よ
い
よ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
世
間
の
反
応
が
変
わ
っ
て
お
り
、
二
月
二
七
日
に
は
講
演

会
の
延
期
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
対
面
で
開
催
し
て
い
た
勉
強

会
も
、
こ
の
第
五
回
に
つ
い
て
は
明
確
な
日
程
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
実
現
が
で
き
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
新
年
度

に
入
っ
た
頃
に
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
や
「
リ
モ
ー
ト
」
と
い
っ
た

言
葉
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
思
え
ば
対
面
せ
ず
と
も
勉
強

会
を
開
催
で
き
る
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
全
四
回

の
対
面
で
の
楽
し
さ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
「
議
論
」
の
実
現
可
能

性
に
（
ま
だ
）
懐
疑
的
で
あ
っ
た
た
め
、
開
催
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
勉
強
会
の
総
意
で
は
な
く
、
私
個
人
の
判
断
と
力
不
足
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
は
全
員
で
読
み
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
講
演
会
に
臨
み
、
そ
の

後
の
中
村
氏
と
の
個
人
的
な
メ
ー
ル
上
の
や
り
と
り
な
ど
も
含
め

て
、
得
ら
れ
た
こ
と
は
数
多
い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
二
点
を
記
述
す
る
こ
と
と
し
、
勉
強
会
の
成
果
報
告
に
代
え
た

い
。
私
個
人
の
関
心
に
基
づ
い
て
は
い
る
も
の
の
、
勉
強
会
全
体

で
関
心
が
集
ま
っ
た
論
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、「
第
二
次
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
の
（
表
現
レ
ベ

ル
に
お
け
る
）
妥
当
性
で
あ
る
。
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
作
者
の

死
」（『
物
語
の
構
造
分
析
序
説
』）
の
表
現
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

テ
ク
ス
ト
と
は
「
引
用
の
織
物
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
既
存
の
言
葉

（
情
報
）
の
糸
が
織
物
を
成
す
よ
う
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
構
成

さ
れ
る
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
そ
も
そ
も
n
＋
1
次
（
n
≠

0
）
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
第
二
次
テ
ク
ス
ト
」



と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
極
端
に
悪
く
言
え
ば
「
頭
痛
が
痛
い
」
の

よ
う
な
重
複
し
た
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。「
ど
れ
も
が
起
源

に
な
る
こ
と
は
な
い
」（
バ
ル
ト
「
作
者
の
死
」）、
つ
ま
り
少
な

く
と
も
第
一
次
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
明
白
な
テ
ク
ス
ト
と
い
う

語
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
第
二
次
」
と
添
え
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
が

本
来
持
っ
て
い
る
n
＋
1
次
性
が
消
去
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
も
悪
く
言
っ
て
し
ま
う
と
、
錯
綜
体
と
し
て
の
テ

ク
ス
ト
が
狭
く
捉
え
ら
れ
、
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
感
じ
た

の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
第
二
次
テ
ク
ス
ト
も
（
講
演
で
言
及
さ
れ
た
）
共

テ
ク
ス
ト
も
、
す
べ
か
ら
く
受
容
者
側
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
所
産

で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
〈
原
作
〉

と
の
関
係
に
特
化
し
て
厳
密
に
捉
え
よ
う
と
す
る
分
析
態
度
と
し

て
、
第
二
次
テ
ク
ス
ト
理
論
は
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
テ
ク
ス
ト
と
い
う
言
葉
に
新
た
に
第
二
次
性
を
付
加
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
テ
ク
ス
ト
（
論
）
の
内
部
に
第
二
次
テ
ク
ス
ト

（
理
論
）
が
あ
り
、（
質
は
と
も
か
く
）
何
で
も
あ
り
の
テ
ク
ス
ト

論
に
お
い
て
、
分
析
視
点
を
厳
密
化
し
た
と
い
う
把
握
の
仕
方
で

あ
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、「
第
二
次
テ
ク
ス
ト
」
と
は
、（
第
二

次
）
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
第
二
次
性
を
顕

著
に
示
す
（
目
を
配
る
）
用
語
で
あ
る
と
い
う
応
答
を
い
た
だ
い

た
。

　

第
二
に
、
映
画
作
品
そ
の
も
の
の
評
価
の
仕
方
で
あ
る
。
講
演

で
は
、
宮
沢
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
（「
風
〔
の
〕
又
三
郎
」「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
な
ど
）
お
よ
び
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
を
素
材
と
す
る
テ
ク

ス
ト
（
島
耕
二
監
督
『
風
の
又
三
郎
』）
が
参
照
さ
れ
、「
風

〔
の
〕
又
三
郎
」
と
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
と
の
共
通
性
が
示
さ
れ
、

『
風
の
又
三
郎　

ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
』
に
は
賢
治
の
作
家
像
が
浮

上
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
以
上
の
指
摘
は
、
映
画
作

品
に
対
す
る
評
価
（
解
釈
）
と
い
う
よ
り
も
、（
文
学
テ
ク
ス
ト

の
享
受
者
で
あ
る
）
映
画
監
督
な
い
し
脚
本
家
に
よ
る
文
学
テ
ク

ス
ト
へ
の
優
れ
た
分
析
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
、

要
す
る
に
映
画
が
作
品
と
い
う
よ
り
も
研
究
成
果
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。『
風
の
又
三
郎　

ガ
ラ
ス
の
マ
ン
ト
』
を

踏
ま
え
る
こ
と
で
、
原
作
「
風
〔
の
〕
又
三
郎
」
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
る
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
も
、
映
画
作
品
と
い
う
よ
り
ま

る
で
研
究
史
を
塗
り
替
え
た
画
期
的
な
学
術
論
文
を
扱
っ
て
い
る

6（　　中村三春著『〈原作〉の記号学─日本文芸の映画的次元』の射程
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か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
で
も
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
た
と
え
ば
豊
田
四
郎
監
督
の
映
画
『
雪
国
』
は
、「
原
作
に

も
既
に
存
在
し
て
い
た
」
と
い
う
「
駒
子
の
向
上
心
」
を
可
視
化

し
た
と
し
て
（
序
説
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）、
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
。

豊
田
映
画
の
結
末
は
、
原
作
に
も
存
在
す
る
駒
子
の
強
い
性

格
を
、
設
定
上
、
あ
え
て
葉
子
に
火
傷
を
負
わ
せ
、
葉
子
と

自
分
の
生
に
厳
し
く
向
き
合
う
駒
子
の
姿
を
描
き
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
上
も
な
く
明
確
に
表
現
し
得
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、
映
画
が
こ
の
よ
う

に
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
作
の
そ
の
よ
う
な
面
が
、
新

た
な
解
釈
に
よ
っ
て
初
め
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。（
序
説
、
三
一
ペ
ー
ジ
）

　

ま
た
、
同
じ
豊
田
監
督
の
映
画
『
或
る
女
』
で
は
、
愛
子
が
重

要
な
位
置
を
帯
び
て
い
る
点
が
、
や
は
り
有
島
武
郎
の
原
作
小
説

『
或
る
女
』
に
対
す
る
解
釈
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

い
わ
ば
、
内
田
や
古
藤
の
介
在
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
未
来

を
予
想
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
原
作
の
世
界
に
対
し
て
、
映

画
は
、
愛
子
に
大
き
く
照
明
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

さ
さ
か
の
可
能
性
を
見
出
し
た
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
第
二

次
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
映
画
が
原
作
に
施
し
た
、
か
つ
て
な

い
解
釈
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。（
第
六
章
、
一
四
六

ペ
ー
ジ
）

　

右
の
二
箇
所
に
限
ら
ず
、
映
画
作
品
を
優
れ
た
研
究
成
果
と
し

て
評
価
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
第
二
次
テ
ク
ス
ト
」
の
考
え
方
に
し
た

が
う
な
ら
ば
、
学
術
的
な
研
究
論
文
は
研
究
対
象
（
作
品
）
に
対

し
て
の
第
二
次
テ
ク
ス
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
、
学
術

論
文
で
あ
ろ
う
と
映
画
で
あ
ろ
う
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う

と
マ
ン
ガ
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
〈
原
作
〉
に
対
す
る
第
二
次
テ

ク
ス
ト
と
し
て
受
け
取
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
こ
に
「
か
つ
て
な

い
解
釈
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
研
究
成
果
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
は
、
常
に
可
能
な
の
で
あ
る
。



　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
作
品
が
研
究
や
批
評
的
な
次
元
を
伴
う

こ
と
は
、
と
り
わ
け
現
代
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
る
と
の
応
答

を
い
た
だ
い
た
。

　

以
上
、『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
読
む
会
の
活
動
を
振
り
返

り
、
そ
の
過
程
で
当
日
の
講
演
に
触
れ
て
考
え
た
こ
と
も
記
述
し

て
き
た
。
そ
の
上
で
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
を
最
後
に
述
べ
て
お
き

た
い
。

　

あ
る
テ
ク
ス
ト
を
〈
原
作
〉
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
、
そ
の

テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
の
第
二
次
テ
ク
ス
ト
の
存
在
を
前
提
と
す

る
。
そ
こ
で
の
第
二
次
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態

を
と
る
に
せ
よ
、〈
原
作
〉
の
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
研
究
成
果
と

し
て
参
照
し
、
活
用
（
引
用
）
で
き
る
。
研
究
と
い
う
も
の
が
、

先
行
研
究
を
徹
底
的
に
調
べ
た
上
で
成
す
べ
き
こ
と
、
要
す
る
に

誰
も
言
っ
て
い
な
い
新
し
く
て
面
白
い
こ
と
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
〈
原
作
〉
と
し
て
把
握
す
る
こ

と
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
研
究
対
象
と
し
て
厳
密
に
把
握
し
、
先

行
研
究
に
ま
で
徹
底
的
に
目
を
配
る
態
度
と
し
て
も
あ
る
だ
ろ

う
。

　

一
方
で
、
見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、〈
原
作
〉
と
は
第
二
次
テ

ク
ス
ト
が
既
に
存
在
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
前
提
と
せ
ず
、
こ
れ

か
ら
第
二
次
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
者
の
内
部
に
出
現

す
る
フ
レ
ー
ム
で
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『〈
原
作
〉

の
記
号
学
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
現
代
の
文
芸
享
受
者
は
、
自
ら
に
備
わ
っ
た
映
画

的
感
受
性
を
も
っ
て
文
芸
テ
ク
ス
ト
に
対
処
し
、
テ
ク
ス
ト

の
中
に
そ
れ
と
対
応
す
る
映
画
的
次
元
を
求
め
る
。
従
っ
て

古
代
か
ら
近
世
に
至
る
、
映
画
の
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
の

文
芸
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
映
画
的
な
感
覚
で
読
み
解
い

た
り
、
映
画
的
な
場
面
と
し
て
脳
裡
に
再
構
成
し
た
り
、
あ

る
い
は
、
そ
れ
を
原
作
と
し
て
映
画
化
す
る
こ
と
を
想
像

し
、
さ
ら
に
映
画
化
を
企
て
た
り
も
す
る
。
前
述
の
内
在
的

な
映
画
的
次
元
を
帯
び
た
近
代
・
現
代
の
文
芸
テ
ク
ス
ト
の

場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
享
受
者
は
テ
ク
ス
ト
の
映
画
的

次
元
と
呼
応
す
る
形
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
挑
戦
す
る
仕
方

で
、
自
ら
の
映
画
的
解
釈
を
深
め
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
実

に
脚
本
家
・
監
督
な
ど
の
映
画
人
は
、
そ
の
よ
う
な
文
芸
享

受
者
の
中
の
一
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
文
芸
映
画
、
す
な
わ
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ち
文
芸
テ
ク
ス
ト
を
原
作
と
す
る
映
画
を
作
る
映
画
人
は
、

読
者
と
呼
ば
れ
る
文
芸
享
受
者
の
中
で
も
、
つ
と
め
て
こ
の

よ
う
な
映
画
的
次
元
に
立
つ
人
な
の
で
あ
る
。（
は
し
が
き
、

八
ペ
ー
ジ
）

　

引
用
し
た
箇
所
は
、
映
画
監
督
や
脚
本
家
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「
映
画
人
」
を
、「
文
芸
享
受
者
」
と
し
て
把
握
す
る
見
方
で
あ

る
。
た
だ
し
、「
そ
れ
を
原
作
と
し
て
映
画
化
す
る
こ
と
を
想
像

し
、
さ
ら
に
映
画
化
を
企
て
た
り
も
す
る
」
の
箇
所
、
と
く
に
前

半
の
「
想
像
」
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
、
今
現
在
「
映

画
人
」
で
あ
る
か
な
い
か
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
実
践
可
能
だ
。
こ

こ
で
の
「
想
像
」
と
は
、
そ
の
行
き
着
く
先
が
映
画
の
形
を
と
る

に
せ
よ
と
ら
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
の
第
二
次
テ
ク
ス
ト
を
生

む
源
泉
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
か
ら
別
の
テ
ク
ス

ト
を
生
み
出
す
行
為
と
は
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
〈
原
作
〉
に
す
る

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
〈
原
作
〉
の
捉
え
方
は
、
小
説
と
映

画
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
（
表
現
媒
体
）
の
差
や
著
作

権
に
基
づ
い
た
原
作
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
で
の
用
法
と
は
異
な
り
、

一
般
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、「
文

芸
享
受
者
」
と
し
て
の
私
た
ち
が
身
の
回
り
の
テ
ク
ス
ト
を
〈
原

作
〉
に
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
既

に
存
在
す
る
テ
ク
ス
ト
と
第
二
次
テ
ク
ス
ト
と
の
相
関
性
を
研
究

す
る
理
論
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
そ
の
創
造
的
な
営
為
を
支
え
、
促
し
て
く
れ
る
理
論

と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
か
ら
多
く
を
学

び
つ
つ
、
そ
し
て
来
る
べ
き
!?
　
新
刊
『
新
・〈
原
作
〉
の
記
号

学
』
を
楽
し
み
に
待
ち
つ
つ
、
し
か
し
そ
れ
を
た
だ
待
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
任
意
の
テ
ク
ス
ト
を
〈
原
作
〉
と
し
て
扱
い
、
そ

れ
に
触
発
さ
れ
て
第
二
次
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
し
て
い
け
ば
よ
い

の
だ
。『〈
原
作
〉
の
記
号
学
』
を
テ
ク
ス
ト
解
釈
の
指
南
書
と
し

て
で
は
な
く
、
新
た
な
第
二
次
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
す
〝
創
作
の

理
論
〟
と
し
て
受
け
取
り
、
活
用
し
た
い
。


